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研究要旨 
 令和 7 年度は、睡眠の保健指導の啓発を中心に調査結果をまとめるとともに、令和 7 年 8 月
にあらたに認められた二段階健診の導入を検討している自治体へのヒヤリングの準備、スクリ
ーニングの信頼性の分析を行った。3 歳児における睡眠障害の推定有病率（24.8％）は、5 歳児
の有病率（18％）よりやや高値であることが示唆された。睡眠問題と発達や行動の問題は併発し
ている可能性があり、発達の課題を抱えるお子さんには睡眠への保健指導を積極的に行う必要
性が示唆された。乳幼児健診においては、睡眠の調査を積極的に行い、より早期に睡眠問題の改
善を目指すことが望ましいことが示された。また、各自治体では、各々のリソースを活用する形
で 5 歳児健診の実施に向けて準備が進められていた。具体的な内容については令和 8 年度の取
材依頼を経て、明らかにしていく。これまでに発達評価として推奨されている尺度はどれも信頼
性が高く、健診で用いるのは有用性が高いと判断できる。弘前市での実装実験の結果からは、睡
眠に問題がある下位 30%の児において、就床時刻および夜間睡眠時間のばらつき、寝つきまで
の時間、中途覚醒回数が有意に減少し、スマホ終了時刻が早まるといった結果に加え、養育者に
対しても子育て支援ツールとなっており、子どもの睡眠問題への介入は、保護者の育児支援とし
て有用である可能性が示唆された。 
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Ａ．研究目的 

分担研究者らは平成 25年度から弘前市で 5歳
児発達健診事業を 12 年間、3 歳児発達健診事
業を 7 年間継続し、5 歳児で 15～20％の発達
障害のリスク児を抽出できるアルゴリズム(特
許第 7253782 号)を備えた WEB スクリーニン
グシステム（サーベイリサーチ株式会社と共同
開発）を国内で 9 自治体、3 歳児で 11％の発
達障害のリスク児抽出検査（厚生労働科学研究
班にて開発）を備えたWEB スクリーニングシ
ステム(実用新案第 3240645 号)を 2 自治体に
社会実装し、デジタルを用いた発達障害の早期
発見に取り組んできた。今後、国が推奨する 5
歳児健診の導入にむけ、自治体の課題を明らか
にすること、加えて、乳幼児健診における睡眠
支援のニーズを明らかにすること、より早期（1
歳 6か月健診後）の睡眠問題へのデジタル支援
（双方向性睡眠啓発アプリねんねナビ®）をは
じめとした、デジタルでの発達及び子育て支援
の可能性について拡充の可能性を検討するこ
とを本研究の目的とした。 
 

Ｂ．研究方法（令和 7年度） 

研究 1） 子どもの睡眠の問題は認知能力、心
理社会的健康、肥満、および問題行動に影響す
る。未就学児を含む睡眠障害の有病率は高値で
あることが報告されているが、年齢ごとの有病
率は明らかになっていない。2024 年に演者ら
は 5歳児健診での population-based studyで就
学前睡眠障害の有病率が 18％であることを報
告したが、子どもの睡眠障害はより早期から始
まっていることが予想される。本研究は、3 歳
児健診での睡眠介入の実現に向けて、3 歳児の
睡眠障害の有病率を推定するとともに睡眠問
題と発達と関連を明らかにする。(研究分担者：

斉藤、研究協力者：大里・小枝（周）・坂本・
照井・谷池) 
研究 2） 5歳児(吹田市)でWEB 健診導入の準
備を行う。(研究分担者：斉藤、研究協力者：谷
池・下野・毛利・橘・斉藤) 
研究 3）自治体保健師等にヒヤリングを行い、
睡眠を含めたWEB健診による保健指導の支援
に関する準備を行う。乳幼児健診を受診したこ
どもの保護者を対象に栄養や子育てに関する
双方向型 e-leaning を活用できるよう準備を行
う。(研究分担者：斉藤、研究協力者：毛利・吉
崎・平田・岩谷・大里・坂本） 
（倫理面への配慮） 
令和 6年 10月 5日弘前大学より弘前市に本

研究課題における協力について依頼文書を作
成し、受理された（協力期間：令和６年 1０月
～令和 9年 2 月）。 
 令和 6 年 12 月 6 日青森県こどもみらい課、
障がい福祉課に研究の趣旨を伝え、保健師向け
の研修会の開催について共催の承諾を得た。 
 （倫理面への配慮） 
本研究は弘前大学大学院保健学研究科倫理

委員会にて、「子どもの発達に関する調査・研
究」（承認番号 2023-033）の承認を受け実施し
ている。 
 

Ｃ．研究結果 

結果 1）3 歳児における睡眠障害の有病率の推
定及び睡眠問題と発達や行動の関連～３歳児
健診結果からの報告 population-based study～ 
研究対象児は、2023 年 12 月から 2025 年 3

月に A 市 3 歳児健診に参加した 1300 名のう
ち、発達に関する受託研究に参加同意が得られ
た 1268 名（97.5％）（男児 644 名、女児 622
名、平均月齢 41.6 か月）対象とした。睡眠問
題の評価は、未就学児のための日本睡眠質問票
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（JSQP）を用い、総スコアが 86 以上を睡眠問
題ありと定義した。（図 1） 
図 1．JSQP 下位項目 

 
社会性の評価は社会性発達のスクリーニング
のための 14 項目（SSD14）、吃音・チック・読
み書き・運動などの発達の評価は子どもの様子
に関する観察シート３歳版（CLASP-3y）、行動
の評価は子どもの行動のチェックリスト
（CBCL）を用いた（表 1，2，3）。なお、スク
リーニングの基準により SSD14 のカットオフ
未満の児は神経発達症（NDD）リスク児と定
義した。 

 
統計解析：①カイ二乗検定（Fisher の直接

法）：割合の比較分析、②二項ロジスティック
回帰分析（変数増加法ステップワイズWald）： 
睡眠問題（0:なし、1：あり）と関連の強い発達
特性を特定、独立変数を発達評価の下位項目、  
従属変数を睡眠問題の有無とした。 
解析の結果、2366 名中「睡眠問題あり」に

該当したのは 314 名（24.8％）であり、睡眠問
題を有する児の割合睡眠問題あり（JSQP≧86）
の割合は、24.8％であった。 
表 4 

 
また、3歳児健診時、事前に「発達の診断あり」
が 27 名（2.1％）、3 歳児健診スクリーニング
にて「神経発達症（NDD）リスクあり」が 191
名（15.1％）であり、割合の検定により、発達
の診断のある子は診断のない子に比べ有意に、
睡眠問題を持つ割合が高く（59.3％）、NDD の
リスクのある子はリスクのない子に比べ睡眠
問題を持つ割合が有意に高かった（48.7％）。
（表 4） 
さらに、重回帰分析の結果、社会性発達と睡

眠問題との関連では、多動、コミュニケーショ
ン問題、こだわり行動が睡眠問題と有意な関連
があった（表 5）。 
表 5． 

 

吃音・チック・読み書き・運動などの発達と睡
眠問題との関連では、運動、音韻意識、吃音が
睡眠問題と有意な関連があった（表 6）。 
表 6 

 
行動の問題と睡眠問題との関連では、注意、身
体愁訴、攻撃性が睡眠問題と有意な関連があっ
た（表 7）。 
表 7 
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結果 2）＜吹田市＞ 
令和 6 年度 吹田市医師会、吹田市職員、大阪
大学小児科医が弘前市 5歳児発達健診を見学 
令和７年度 二段階方式としてのWEBスクリ
ーニングを開始、有効性・課題の抽出、医師会
中心として健診医の確保と研修 
令和８年度、二段階方式開始予定 
 ※3 月 11 日取材申し込み（打診の段階） 
＜青森県内の状況（40 市町村）＞ 
5 歳児健診実施：7 自治体 
R8 年度実施予定：3 自治体 
実施予定未定：発達相談あり：16 自治体 
実施予定なし・発達相談実施：8自治体 
実施予定なし・発達相談なし：6自治体 
＜弘前市＞ 
令和 8 年度 二段階方式で申請予定、小児科主
導に変更 
弘前市データ：スクリーニング尺度の精度確認 
2020～2024 年度 5 歳児健診対象児（参加率＞
90％）（表 8） 
表 8.対象者数 

 
表 9.尺度の信頼性（Cronbach’s α≧0.8 は良
好な水準の尺度） 

 

 

結果 3）保健及び睡眠指導研修会を実施した。 
令和８年 2 月 27 日に青森県こどもみらい
課・青森県発達障がい者支援センター共催で、 
子ども及び保護者の睡眠に関する保健指導
研修会（対面及びオンデマンド開催）『乳幼
児への睡眠保健指導の実践報告』青森県こど
もみらい課・障害福祉課・発達障がい者支援
センターより広報し、アピオあおもりイベン
トホールで開催した。県内外より 171 名（現
地参加、オンデマンド視聴含む）の申し込み
があった。研修会内容は、 以下の通り。 
①はじめよう！乳幼児健診での睡眠指導（斉
藤） 
睡眠ガイド 2023 の紹介、子どもの睡眠障害 
5 歳児睡眠リーフレットの活用。 
②幼児の睡眠はとっても大事！ねんねナビ®
の開発と青森県内での成果報告（毛利） 
乳幼児の睡眠習慣、ねんねナビ®の実装実験

の結果報告 
③ねんねナビ®による指導のポイント！弘前
市トライアルの実例から（吉崎） 
個別ケースへの指導、全ケースに共通のポイ

ント：メディア機器の利用のコントロール！-
使用時間を減らす-使い終える時刻を早める 
・研修後のアンケート結果（回答 16 名）の概
要は以下の通り 

 
（感想：自由表記） 
・睡眠やスクリーンタイムで心配な世帯が多
くなってきているので、今回の内容とご紹介い
ただいた情報を基に保健指導に役立てていき
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たいと思います。また可能であればパワーポイ
ントを資料として頂きたいです。 
・睡眠の重要性を改めて感じました。 
・乳幼児期の脳の発達が著しいこと、乳幼児期
の睡眠が、発達や後の疾患リスクに影響するこ
とが重要であるとわかったので、今後の支援に
活かしていきたい。 
・業務で睡眠に問題を抱えるお子さんや大人
の方々と関わることがあり、非常に興味深かっ
たです。「睡眠が身体や心の健康、学業成績、
問題行動に影響する」ということが、科学的に
証明されていることを改めて学ぶことができ
ました。大人の方のご相談も受けている身です
が、自分自身の睡眠についても振り返って、改
めなくてはいけないと思いました。資料がわか
りやすくまとまっていて、とても見やすかった
です。 
・睡眠時間が発達や成長に大きく関わること
を改めて感じました。乳幼児健診での睡眠指導
は、とても重要だと思います。日々の関わりを
見直す良いきっかけになり、専門的なアドバイ
スに安心感も得られると感じました。 
・乳児期からの指導を取り入れたいと思いま
す。 
・学校で多動ややる気のない子、不登校など増
えているのも睡眠との関係があるのだなあと
思った。乳幼児期の睡眠指導の大切さはよく分
かったし、子どもの睡眠について悩んでいても
相談できずにいる親も多いと思うので、ねんね
ナビはとてもよいと思った。 
 

 

（感想：自由表記） 
・これからの時代の保健指導は AI と連携して
行う伴走型に変化していくんだな、と感じまし
た。睡眠で悩んでいる家族の暮らしも多種多様
なので、個別的に支援できるアプリと知り、と
ても興味深かったです。また youtubeでの動画
ですが、パワーポイントが動いていない場所が
あったのでよろしければ資料としていただき
たいです。 
・脳の成熟と、「不要なシナプスが主に睡眠中
に刈り取られ、正しい回路がつくられること」
を学びました。乳幼児期の睡眠問題が思春期の
問題になるというお話では、睡眠負債よりもも
っと深刻で根深い問題に発展してしまうこと
に何より驚きました。フィンランドのコホート
研究データがありましたが、この研究に成人期
までのデータがあるのでしょうか？ 日本の
子どもから大人までの睡眠コホート研究はあ
りますか？ 
・時代に合わせたアプローチが新鮮でした。自
分自身の子育て期やその子が成長して親にな
ったときに同じように子どもの睡眠で悩む様
子見聞きしたという経験からして、そのころに
こういう知識があれば良かったと感じました。 
・ねんねナビ初めて知りました。的確なアドバ
イスと記録が残ることが利点だと感じました。 
・実際の乳幼児健診で具体的にどのように取
り入れたのか、弘前市以外の市町村でも取り入
れる予定があるのか気になった。 
 

 
（感想：自由表記） 
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・実際の事例をみて、一般的なことだけを伝え
るのではなく個別性をもった支援ができると
知り関心いたしました。 
・事例が挙げられており、とても分かりやすか
ったです。資料 6ページ目にあった「スムーズ
な行動変容のために知識のほかに何が必要
か？」の箇所に、ハッと気付かされました。日
頃の支援の中で、支援者として、保護者さんや
ご家族の「自己効力感」をいかに実感させるこ
とができるか、問われていると思いました。ど
うもありがとうございます。 
・スモールステップで提案すること。自分が選
択して実行するという主体性を尊重している
こと。また、アプリを使用することで双方向の
やり取りができ、双方からのアクセスのしやす
さから継続しやすい利点もあると感じます。 
・ベッドサイドルーティンについて、とても参
考になりました。「大人の寝たふり」という対
応の仕方があることにも驚かされました。完全
に放っておかない姿勢も大切なのだと感じま
した。 
・母乳栄養ケースで夜中頻回に起きるケース
が年に 2、3例あります。今後の指導に役立て
ていきたいです。 
 

Ｄ．考察 

研究 1）3 歳児における睡眠障害の推定有病率
（24.8％）は、5歳児の有病率（18％）よりや
や高値であることが示唆された（Kuki,Saito, 
2024）。睡眠問題と発達や行動の問題は併発し
ている可能性があり、発達の課題を抱えるお子
さんには睡眠への保健指導を積極的に行う必
要性が示唆された。諸外国のコホート研究では
乳幼児期の睡眠問題は、後の精神障害や発達特
性の出現に関連しており（Raynaud, 2018、
Morales-Muñoz, 2020）、乳幼児健診において

は、睡眠の調査を積極的に行い、より早期に睡
眠問題の改善を目指すことが望ましいと考え
る。 
 
研究 2）各自治体では、各々のリソースを活用
する形で 5 歳児健診の実施に向けて準備が進
められていた。具体的な内容については令和 8
年度の取材依頼を経て、明らかにしていく。こ
れまでに発達評価として推奨されている尺度
はどれも信頼性が高く、健診で用いるのは有用
性が高いと判断できる。 

 
研究 3）睡眠の保健指導について、青森県を通
じて参加募集を行い、オンデマンド視聴の参加
者が多いものの、参加数からは関心の高さがう
かがえた。弘前市での実装実験の結果からは、
睡眠に問題がある下位 30%の児において、就
床時刻および夜間睡眠時間のばらつき、寝つき
までの時間、中途覚醒回数が有意に減少し、ス
マホ終了時刻が早まるといった結果に加え、養
育者に対しても子育て支援ツールとなってお
り、子どもの睡眠問題への介入は、保護者の育
児支援として有用である可能性が示唆された。 
 また、新型コロナウイルス感染拡大時、地域
利用者への特例措置として、オンライン療育が
導入された。現在は、特例措置はなく個人負担
のため、利用者の負担が大きい（例：1 万円/
月、5千円/回）とされている。また、専門家が
少ない地域での支援の地域格差解消に向けて、
令和 8 年 3 月に発達支援テクノロジー推進協
議会が発足されており、5歳児健診後の療育支
援などへの WEB 支援の導入が始まっている。
令和 8 年度は、全国のデジタル支援についても
調査が必要と思われる。 
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Ｅ．結論 

 令和 7 年度は、二段階健診の実施に向けて、
各自治体の動きがみられている。現場の業務効
率化、支援リソースとしてのテクノロジーの参
入が散見されており、今後の取材で明らかにし
ていく。 
 睡眠の保健指導におけるデジタルコンテン
ツの利用については、保健師や心理職など保健
指導を行う職種のニーズの高さが明らかとな
った。研修会を通じて、引き続き調査と分析を
継続していく。 
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